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東日本大震災から６年になります。相馬市では全9か所のすべての災害市営住宅が完成して

います。また、漁業では試験操業の魚種も増え、昨年6月からは名産のほっき貝の操業も始ま

り、購入することもできるようになりました。このように復興が進んでいることが感じられる一方

で、何かの折にふっとよみがえる記憶の話を聞くと、心の復興はまだまだ課題があることが感じ

られます。今後も引き続き、そして今まで以上に、子どもたちに寄り添いながら心の支援をして

いきたいと考えております。

さて、３月号のニュースレターでは、『中村二小の豆まき』、『磯部小のなわとび大会』『スタッフ

のコラム』などについてお伝えします。

２月３日の昼休み、中村第二小学校で節分の「豆まき」が行わ

れました。まず、校長先生より、節分とは季節を分けるという意

味であることなどについて説明がありました。その後、子どもた

ちから“自分の中の追い出したい鬼”についての発表がありまし

た。子どもたちがかぶっているお面の横に、「泣き虫鬼」などと

書かれています。鬼の中には「二度寝鬼」もいましたが、さらに

上回る「三度寝鬼」もいました。

メイン・イベントの豆まきでは、年男、年女にあたる5年生の

子どもたちが他学年の教室を回り、豆(落花生)をまきました。最

後は、みんなで豆を拾い、楽しい豆まき集会になりました。

▷中村第二小学校「豆まき集会」

2月6日（月）に磯部中学校では、校庭に隣接する井戸端長屋(災

害復興住宅)とコミュニティーセンターの皆さまに花の苗を植えたプ

ランターを贈呈しました。こちらは、生徒会が中心となって企画さ

れた“花いっぱい活動”の一環で、毎年行われています。井戸端長

屋にお住いの方々からは「毎年、とても楽しみにしている」といっ

た声も聞こえ、大変喜ばれていることがうかがえました。生徒たち

にも笑顔が溢れ、地域の方々ととても素敵な時間を過ごすことがで

きました。学校と地域の架け橋となっている生徒たちの活動をこれ

からも見守っていきたいと感じます。

プランター

皆で記念撮影

贈呈式



内容

訪問活動日 お問い合わせ

お子さまのことで、ご心配な
ことはありませんか？

相談室にて、無料の相談を承って
おります。下記までお気軽にご連絡

ください。

〒976-0042

福島県相馬市中村2丁目2-15

LVMH子どもアート・メゾン

Tel：0244-35-6200／Fax：0244-35-6215

Mail：sft@soma-ft.org

HP：http://www.soma-ft.org/

▷スタッフのコラム(No.８)
方言から感じること

相馬フォロアーチームでは、カウンセラーが児童
生徒の心のケア活動、教職員や保護者への相談活動
を行っております。

場所 ２月の訪問日等

中村二小 2月1,6,7,8,13,14,15,20,21,22,27,28日

（月1回の世界の医療団派遣を含む）

中村二中 2月：2,7,9,14,16,21,23,28日

磯部小 2月：1,8,15日

磯部中 2月：6,13,20,27日

内容 2月の件数

アート・メゾンでの相談等 2月：27件

その他

(関係機関との連携、訪問派遣等) 2月：12件

ここ相馬を「ことば」や「話し方」という視点からみると、市内をひとくくりにでき

ないことに気づかされる。なぜならば、それぞれの地域によってそれらが微妙に異なる

のだ。「沿岸部」というまとめ方も適切とはいえない。細かくみればきりがないが、と

にかくそれぞれの土地柄が「ことば」に反映されているように感じる。さらに、言葉そ

のものだけでなく、話すスピードにも土地柄が感じられることも珍しくない。

たとえば、カウンセリングの場で相談者の方が身の回りに起きたことを方言を交えて

話してくださるときに、「△△が○○って言ったんですよ…」と○○の部分に方言が

入っていたりすると、その言葉の背景も多分に伝わってきて情景がありありと浮かんで

くることがある。方言というのは、もはや音声で伝えられる文化ともいえるような気さ

えする。

震災後、とくに沿岸部は津波によって土地の風景が変わってしまったところが多々あ

る。市内とはいえ、震災前に住んでいた地域から別の地域へ転居することを余儀なくさ

れた家庭も珍しくない。そのため、必然的にコミュニティ形成にも大きな変化が生じて

いる。しかし、折に触れて、方言そのものは変わることなく個々の中に息づいているこ

とを感じるのだ。

方言に出会い、その言葉を理解するということは、互いの文化が交わる瞬間でもあり、

相手の言外の意味さえも汲み取ることも可能にするのではないかと感じる。「わかっ

た」瞬間は、互いの存在をより近く感じることができるだろう。方言は、どこで話され

ようと、何ものにも壊されることなく受け継がれていく文化なのだと考えれば、実にた

くましいことである。（今井）

http://3.bp.blogspot.com/-8WbBhyReQKo/Uab3xxYp6iI/AAAAAAAAUUw/BHsx6LZZw38/s800/counselor.png
http://3.bp.blogspot.com/-8WbBhyReQKo/Uab3xxYp6iI/AAAAAAAAUUw/BHsx6LZZw38/s800/counselor.png
http://4.bp.blogspot.com/-6zjo3kUu7ko/VJ6XK2pggVI/AAAAAAAAqGg/skf8wO3bD_w/s800/time2_hiru.png
http://4.bp.blogspot.com/-6zjo3kUu7ko/VJ6XK2pggVI/AAAAAAAAqGg/skf8wO3bD_w/s800/time2_hiru.png

